
考古学・植物学を活用した松尾大社社蔵史料の料紙の構成物分析（渋谷・野村・高島・天野・山田）（ 59 ）

は
じ
め
に

日
本
で
は
、
古
文
書
や
古
記
録
類
に
用
い
ら
れ
た
紙
（
料
紙
）
の
研
究
は
、
古
文

書
学
や
歴
史
学
、
保
存
科
学
な
ど
の
中
心
的
分
野
の
一
つ
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
。

研
究
は
古
代
・
中
世
文
書
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
は
顕
微
鏡
観
察
に

も
と
づ
い
た
料
紙
の
分
類
等
の
議
論
や
、
近
世
文
書
を
対
象
と
し
た
研
究
も
進
め
ら

れ
て
き
て
い
る（

（
（

。
歴
史
学
や
古
文
書
学
に
お
け
る
料
紙
研
究
の
意
義
と
方
法
に
つ
い

て
、
本
格
的
な
提
言
を
最
初
に
出
し
た
の
は
黒
板
勝
美（

（
（

で
あ
る
。
以
来
こ
れ
ま
で
の

膨
大
な
先
行
研
究
の
主
な
成
果
は
、
湯
山
賢
一
編
『
古
文
書
料
紙
論
叢（

（
（

』
で
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
近
年
は
歴
史
学
や
古
文
書
学
だ
け
で
な
く
、
自
然
科
学
や
製
紙
科
学
、

文
化
財
修
復
科
学
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
、
料
紙
の
物
的
側
面
の
検
討
や
、
古
文
書

や
古
記
録
類
の
多
様
な
形
態
情
報
に
関
す
る
研
究
の
深
化
が
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、

自
然
科
学
的
な
知
識
や
同
定
手
法
を
応
用
し
た
研
究
が
積
極
的
に
実
施
さ
れ
て
き
て

い
る（

（
（

。
筆
者
ら
は
、
二
〇
一
八
年
度
か
ら
文
化
財
科
学
、
植
物
育
種
学
、
歴
史
学
、
情
報

学
、
考
古
学
の
研
究
実
績
を
有
す
る
文
理
学
際
研
究
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
、
古
文
書

料
紙
の
総
合
的
な
科
学
研
究
を
実
施
し
て
い
る（

（
（

。
本
研
究
で
は
、
先
行
研
究
の
成
果

や
課
題
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
料
紙
の
科
学
研
究
方
法
の
標
準
化
、
科
学
研
究
デ
ー
タ
の

共
有
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築
、
研
究
デ
ー
タ
共
有
管
理
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
科
学
研
究

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
と
い
う
三
つ
を
軸
と
し
て
、
料
紙
研
究
の
国
際
標
準
化
を
目

指
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
達
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
料
紙
情
報
の
国
際
標
準
化
を
進

め
、
日
本
だ
け
で
な
く
東
ア
ジ
ア
全
体
に
お
け
る
、
古
文
書
や
古
記
録
な
ど
紙
媒
体

歴
史
資
料
の
科
学
研
究
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る（

（
（

。

本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
度
・
二
〇
一
九
年
度
に
実
施
し
た
京
都
・
松
尾
大
社
社
蔵

史
料
の
調
査
・
研
究
に
つ
い
て
、
概
要
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
料
紙
の
構
成
物
の
種

類
や
含
有
量
な
ど
自
然
科
学
分
析
の
結
果
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。
考
古
学
や
植

物
学
の
研
究
手
法
を
応
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
成
果
を
得
る
こ
と
が
可

能
な
の
か
、
料
紙
研
究
へ
の
展
開
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
述
べ
る
。
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一　

松
尾
大
社
と
分
析
対
象
と
し
た
史
料

松
尾
大
社
は
京
都
市
西
京
区
嵐
山
宮
町
に
鎮
座
す
る
。
賀
茂
別
雷
神
社
と
と
も
に

平
安
京
遷
都
以
前
か
ら
の
歴
史
を
も
ち
、『
延
喜
式
』
巻
九
「
神
名
上
」
に
掲
載
さ

れ
る
。
松
尾
大
社
の
社
家
に
は
、
秦
氏
の
後
裔
で
あ
る
東
家
・
南
家
が
お
り
、
近
世

に
な
る
と
多
く
分
か
れ
た（

（
（

。
明
治
維
新
後
，
明
治
三
年
神
祇
官
よ
り
非
蔵
人
・
諸
官

人
な
ど
の
社
家
が
兼
務
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
、
明
治
四
年
に
明
治
政
府
に
よ
っ
て

神
職
の
世
襲
が
廃
止
さ
れ
る
な
ど
、
社
寺
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
に
よ
っ
て
管

理
体
制
が
変
化
す
る
な
か（

（
（

、
東
家
と
南
家
は
神
職
か
ら
去
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の

結
果
、
松
尾
大
社
の
史
料
の
一
部
は
散
逸
す
る
が
、
現
在
に
至
る
ま
で
再
収
集
が
進

め
ら
れ
、
現
在
は
約
二
千
点
の
史
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

現
在
の
松
尾
大
社
社
蔵
史
料
は
、
中
村
直
勝
『
松
尾
神
社
社
蔵
文
書
目
録
』（
刊

本
一
号
～
一
二
四
六
号（

（1
（

）、
棚
橋
信
文
・
佐
藤
直
市
『
松
尾
大
社
社
蔵
文
書
追
加
目

録
』（
刊
本
一
二
四
七
号
～
一
八
〇
二
号（

（1
（

）
の
文
書
目
録
の
順
に
沿
っ
て
番
号
が
付

さ
れ
て
お
り
、
前
半
は
成
巻
さ
れ
、
後
半
は
裏
打
ち
の
み
で
あ
る（

（1
（

。
本
研
究
の
二
〇

一
八
・
二
〇
一
九
年
度
調
査
で
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
後
期
の
史
料
に
つ
い

て
、
成
巻
さ
れ
た
も
の
と
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
の
両
方
を
任
意
で
抽
出
し
、
分
析
対

象
と
し
た
。
本
稿
で
扱
う
史
料
は
六
三
点
で
あ
り
（
表
1
）、
料
紙
の
構
成
物
を
同

定
す
る
と
と
も
に
、
内
容
の
変
化
の
検
討
を
行
っ
た
。
な
お
、
六
三
点
の
う
ち
、
成

巻
で
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
の
照
度
が
弱
か
っ
た
刊
本
二
号
～
四
〇
号
、
三
三
〇
号
、
三
三

三
号
、
六
九
八
号
、
七
〇
二
号
は
反
射
光
で
撮
影
し
分
析
を
行
っ
た
。

分
析
対
象
の
史
料
に
お
け
る
料
紙
の
素
材
は
大
半
が
コ
ウ
ゾ
（
楮
紙
）
で
あ
り
、

一
部
が
ガ
ン
ピ
（
斐
紙
）、
宿
紙
（
書
状
な
ど
に
使
用
し
た
料
紙
の
繊
維
を
つ
ぶ

し
、
漉
き
返
し
て
再
生
し
た
紙
）、
油
紙
で
あ
る
。
本
来
は
コ
ウ
ゾ
、
ガ
ン
ピ
そ
れ

ぞ
れ
の
素
材
を
分
け
て
構
成
物
の
特
徴
を
検
討
す
べ
き
だ
が
、
二
〇
一
八
・
二
〇
一

九
年
度
調
査
で
は
、
各
史
料
の
特
徴
を
把
握
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
、
時
期

に
よ
る
構
成
物
の
変
化
の
提
示
に
焦
点
を
当
て
た
た
め
、
植
物
材
料
別
の
史
料
選
択

は
実
施
し
な
か
っ
た
。
今
後
の
調
査
で
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

二　

分
析
項
目
と
識
別
基
準
、
分
析
の
方
法

本
研
究
の
原
本
史
料
の
調
査
お
よ
び
顕
微
鏡
に
よ
る
観
察
・
撮
影
に
あ
た
っ
て
重

要
視
す
る
こ
と
は
、
各
調
査
者
の
感
覚
に
左
右
さ
れ
る
相
対
的
な
分
析
項
目
や
識
別

基
準
で
は
な
く
、
結
果
の
再
現
性
や
客
観
性
が
確
保
さ
れ
る
分
析
プ
ロ
セ
ス
の
確

立
、
数
値
デ
ー
タ
化
を
可
能
と
さ
せ
る
分
析
項
目
・
基
準
の
設
定
、
お
よ
び
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
内
で
の
調
査
方
法
の
統
一
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
考
古
学
や
植
物
学
に
お

け
る
調
査
・
分
析
手
法
の
応
用
で
あ
る
。
第
一
に
、
先
行
研
究
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た

料
紙
の
計
測
数
値
に
も
と
づ
き
、
構
成
物
の
種
類
の
特
定
と
量
・
密
度
の
計
測
を
行

い
、
植
物
学
的
特
徴
の
記
述
と
あ
わ
せ
て
分
析
の
基
本
デ
ー
タ
項
目
を
設
定
し
た
。

具
体
的
に
は
、
各
所
蔵
機
関
で
の
資
料
番
号
や
資
料
名
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
名
、
資
料

の
作
成
年
月
日
や
点
数
な
ど
資
料
の
基
本
情
報
と
と
も
に
、
顕
微
鏡
撮
影
画
像
に
つ

い
て
、
撮
影
倍
率
や
撮
影
箇
所
等
の
記
述
情
報
、
料
紙
の
構
成
物
の
種
類
・
量
・
密

度
、
同
定
結
果
を
項
目
と
し
、
あ
わ
せ
て
植
物
学
的
特
徴
に
も
と
づ
く
構
成
物
の
識

別
基
準
を
設
定
し
た
。
第
二
に
、
構
成
物
の
う
ち
、
填
料
（
料
紙
の
製
造
過
程
で
添

加
さ
れ
る
物
質
）
が
ど
の
時
期
の
料
紙
に
含
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
か
、
料
紙
の

製
法
に
お
け
る
時
期
的
な
変
化
を
検
討
す
る
た
め
、
填
料
に
由
来
す
る
デ
ン
プ
ン
粒

と
鉱
物
に
焦
点
を
当
て
、
デ
ン
プ
ン
粒
の
植
物
種
の
同
定
結
果
、
鉱
物
の
含
有
量
、

糊
痕
跡
の
有
無
を
項
目
と
し
て
設
定
し
た
。

・
史
料
の
基
本
情
報
：
各
所
蔵
機
関
で
の
資
料
番
号
、
資
料
名
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

名
、
史
料
の
作
成
年
月
日
（
史
料
の
本
文
か
ら
判
る
場
合
の
み
）、
史
料
点
数
、

料
紙
の
素
材
（
コ
ウ
ゾ
、
ガ
ン
ピ
、
ミ
ツ
マ
タ
、
タ
ケ
、
宿
紙
な
ど
の
分
類
）、

料
紙
の
形
態
情
報
（
現
状
長
、
現
状
幅
、
重
量
、
厚
さ
の
計
測
結
果
。

・
顕
微
鏡
撮
影
の
情
報
：
撮
影
倍
率
、
撮
影
箇
所
、
撮
影
光
（
反
射
光
／
透
過
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表 1　分析対象の史料
目録番号 史料名 年（和暦） 年（西暦） 月日（和暦） 時代 紙素材 撮影光 構成物（個）

1 池田庄立券文（案） 嘉応 3 1171 2 月 平安後期 コウゾ 透過光 41
2 左弁官下文 養和 1 1181 9 月 16 日 平安後期 コウゾ 反射光 565
3 源頼朝書状 建久 7 1196 6 月 17 日 鎌倉前期 コウゾ 反射光 272
4 沙弥証阿譲状 建久 8 1197 6 月 17 日 鎌倉前期 コウゾ 反射光 242
5 左弁官下文（前欠） 元久 1 1204 3 月 5 日 鎌倉前期 コウゾ 反射光 213
6 両六波羅下知状 寛喜 3 1231 4 月 26 日 鎌倉中期 コウゾ 反射光 213
7 伏見院院宣 正和 2 1313 7 月 21 日 鎌倉後期 コウゾ 反射光 357
8 検非違使庁下文 元應 1 1319 9 月 19 日 鎌倉後期 コウゾ 反射光 203
9 六波羅下知状 正中 2 1325 4 月 14 日 鎌倉後期 コウゾ 反射光 334

10 後醍醐天皇綸旨 元弘 3 1333 7 月 12 日 鎌倉後期 宿紙 反射光 59
11 後醍醐天皇綸旨 建武 2 1335 2 月 18 日 南北朝 コウゾ 反射光 108
12 光厳院院宣 建武 4 1337 10 月 13 日 南北朝 コウゾ 反射光 602
13 足利尊氏御教書 建武 5 1338 5 月 19 日 南北朝 コウゾ 反射光 187
14 四条隆蔭御教書 暦応 2 1339 12 月 23 日 南北朝 コウゾ 反射光 281
15 山名時氏披露状 貞和 2 1346 9 月 13 日 南北朝 コウゾ 反射光 105
16 源義種下知状 貞和 4 1348 10 月 25 日 南北朝 コウゾ 反射光 188
17 足利義詮御教書 観応 1 1350 10 月 29 日 南北朝 コウゾ 反射光 157
18 足利尊氏御教書 観応 1 1350 11 月 21 日 南北朝 コウゾ 反射光 165
19 足利尊氏御教書（案） 観応 2 1351 5 月 3 日 南北朝 コウゾ 反射光 266
20 足利尊氏御教書 観応 2 1351 8 月 25 日 南北朝 コウゾ 反射光 377
21 足利尊氏御教書 文和 4 1355 正月 13 日 南北朝 コウゾ 反射光 153
22 丹波國守護（山名氏歟）遵行状 康安 1 1361 11 月 13 日 南北朝 コウゾ 反射光 190
23 中務少輔某奉施行状 応安 1 1368 7 月 26 日 南北朝 コウゾ 反射光 62
24 蔵人大輔某御教書 応安 2 1369 12 月 3 日 南北朝 コウゾ 反射光 238
25 足利義満御教書 応安 3 1370 9 月 6 日 南北朝 コウゾ 反射光 70
26 神祇伯家御教書 応安 6 1373 10 月 27 日 南北朝 コウゾ 反射光 68
27 足利義満御教書 康暦 1 1379 7 月 17 日 南北朝 コウゾ 透過光 130
28 山城國守護遵行状 応永 5 1398 11 月 30 日 室町前期 コウゾ 反射光 115
29 足利義満御教書 応永 12 1405 10 月 27 日 室町前期 コウゾ 反射光 89
30 斯波義教奉御教書 応永 13 1406 7 月 13 日 室町前期 コウゾ 反射光 78
31 伊勢守奉御教書 享徳 4 1455 6 月 26 日 室町中期 コウゾ 透過光 79
32 伊勢守奉御教書 康正 3 1457 正月 26 日 室町中期 コウゾ 透過光 85
33 室町幕府奉行人連署奉書 長禄 2 1458 12 月 30 日 室町中期 コウゾ 透過光 59
34 有弘書状 長禄 3 1459 8 月 15 日 室町中期 コウゾ 反射光 167
35 伊勢兵庫助奉御教書 応仁 1 1467 6 月 17 日 室町中期 コウゾ 反射光 80
36 室町幕府奉行人連署奉書 文明 11 1479 6 月 7 日 室町中期 コウゾ 反射光 105
37 室町幕府奉行人連署奉書 文明 18 1486 6 月 11 日 室町中期 コウゾ 反射光 87
38 足利義政御教書 文明 18 1486 7 月 17 日 室町中期 コウゾ 透過光 98
39 伊勢備中守奉御教書 延徳 2 1490 4 月 28 日 室町中期 コウゾ 反射光 67
40 室町幕府奉行人連署奉書 明応 8 1499 10 月 30 日 室町後期 コウゾ 反射光 84
57 豊臣秀吉朱印状 天正 17 1589 12 月 1 日 安土桃山 コウゾ 透過光 217
83 室町幕府奉行人連署奉書 元亀 3 1572 12 月 3 日 安土桃山 コウゾ 透過光 220
85 狩野信野守以下四名連署折紙 永禄 8 1565 6 月 24 日 安土桃山 コウゾ 透過光 136
86 室町幕府奉行人連署奉書 永禄 12 1569 6 月 17 日 安土桃山 コウゾ 透過光 79
87 茨木長隆折紙 天文 7 1538 7 月 2 日 安土桃山 コウゾ 透過光 136
90 織田信長朱印状 天正 5 1577 11 月 27 日 安土桃山 コウゾ 透過光 304

273 徳川家康朱印状 元和 1 1615 7 月 27 日 江戸前期 コウゾ 透過光 175
274 徳川秀忠朱印状 元和 3 1617 7 月 21 日 江戸前期 コウゾ 透過光 217
275 徳川家光朱印状 寛永 13 1637 11 月 9 日 江戸前期 コウゾ 透過光 175
276 徳川家綱朱印状 寛文 5 1665 7 月 11 日 江戸前期 コウゾ 透過光 43
277 徳川綱吉朱印状 貞享 2 1685 6 月 11 日 江戸前期 コウゾ 透過光 78
278 徳川吉宗朱印状 享保 3 1718 7 月 11 日 江戸中期 コウゾ 透過光 59
279 徳川家重朱印状 延享 4 1747 8 月 11 日 江戸中期 コウゾ 透過光 32
280 徳川家治朱印状 宝暦 12 1762 8 月 11 日 江戸中期 コウゾ 透過光 33
281 徳川家斉朱印状 天明 8 1788 9 月 11 日 江戸中期 コウゾ 透過光 65
282 徳川家慶朱印状 天保 10 1839 9 月 11 日 江戸後期 コウゾ 透過光 47
283 徳川家定朱印状 安政 2 1855 9 月 11 日 江戸後期 コウゾ 透過光 49
284 徳川家茂朱印状 万延 1 1860 9 月 11 日 江戸後期 コウゾ 透過光 45
330 霊元天皇綸旨 寛文 4 1664 4 月 5 日 江戸前期 コウゾ 透過光 13
333 仁孝天皇綸旨 元禄 6 1693 4 月 4 日 江戸前期 宿紙 透過光 34
584 大蔵省幣料送文 明和 5 1768 11 月 13 日 江戸中期 油紙 透過光 0
698 相模守土屋政直禁制 貞享 3 1686 6 月 18 日 江戸前期 ガンピ 透過光 13
702 紀伊守松平信庸禁制 元禄 10 1696 9 月 21 日 江戸前期 ガンピ 透過光 17
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光
）、
偏
光
ポ
ラ
ラ
イ
ザ
ー
使
用
の
有
無
。

・
構
成
物
の
情
報
：
同
定
結
果
の
概
要
、
デ
ン
プ
ン
粒
の
有
無
と
植
物
種
（
イ
ネ
／

イ
ネ
科
穀
類
／
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
／
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
／
他
）、
他
の
植
物
性
物
質
（
細

胞
組
織
の
断
片
や
柔
細
胞
、
繊
維
の
断
片
な
ど
の
分
類
）、
鉱
物
や
塵
な
ど
植
物

以
外
の
物
質
）、
糊
痕
跡
の
有
無
と
糊
痕
跡
の
あ
る
場
合
は
残
留
状
態
な
ど（

（1
（

。

本
研
究
で
使
用
し
て
い
る
機
器
は
、
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プD

ino-lite　

R&
D

（
研
究
開
発
）
セ
ッ
ト
、
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
と
し
て
顕
微
鏡
用
偏
光
歪
検
査
セ
ッ

ト
で
あ
る
（
図
1
⑴
）。
顕
微
鏡
観
察
・
撮
影
時
は
、
文
字
の
有
無
を
問
わ
ず
、
料

紙
の
大
き
さ
に
あ
わ
せ
て
一
紙
に
つ
き
四
～
六
箇
所
を
選
択
し
て
撮
影
、
一
紙
の
上

下
左
右
か
ら
の
位
置
情
報
と
し
て
数
値
に
よ
る
撮
影
箇
所
の
記
録
を
行
っ
た
（
図
1

⑵
）。
複
数
箇
所
を
選
択
し
て
顕
微
鏡
観
察
・
分
析
す
る
方
法
は
、
考
古
資
料
に
対

す
る
残
存
デ
ン
プ
ン
粒
分
析
で
実
施
さ
れ
て
い
る
手
法
を
応
用
し
た
。
料
紙
の
ど
の

箇
所
に
ど
れ
ほ
ど
の
量
の
構
成
物
が
存
在
す
る
の
か
を
点
的
に
表
示
す
る
こ
と
が
で

き
、
撮
影
位
置
の
数
値
記
録
に
よ
っ
て
再
現
性
を
担
保
す
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
取

り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
研
究
で
は
一
紙
の
単
位
面
積
あ
た
り
の
構
成
物
の
密
度
を

も
っ
て
史
料
の
比
較
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
各
史
料
で
ほ
ぼ
同
じ
場
所
の
定

点
調
査
は
実
施
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
料
紙
の
素
材
に
あ
わ
せ
て
反
射
光
ま
た
は

透
過
光
、
構
成
物
の
種
類
に
あ
わ
せ
て
偏
光
ポ
ラ
ラ
イ
ザ
ー
を
用
い
る
と
い
う
撮
影

方
法
を
確
定
さ
せ
た
。
既
存
の
多
く
の
料
紙
研
究
で
は
、
一
〇
〇
倍
の
視
野
条
件
、

透
過
光
を
用
い
た
観
察
が
主
流
で
あ
り（

（1
（

、
視
野
全
体
が
照
明
に
よ
っ
て
明
る
く
見
え

る
明
視
野
観
察
法
を
用
い
て
繊
維
の
組
成
や
配
向
性
の
識
別
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
填
料
の
米
粉
に
由
来
す
る
イ
ネ
の
デ
ン
プ
ン
粒
は
粒
径
範
囲
五
・
〇
～
八
・

三
㎛

（
（1
（

で
あ
り
、
ア
ワ
や
キ
ビ
な
ど
の
他
の
イ
ネ
科
穀
類
も
粒
径
一
〇
㎛
以
下
が
多

く
（
（1
（

、
一
〇
〇
倍
で
は
デ
ン
プ
ン
粒
の
由
来
植
物
種
の
同
定
に
必
要
な
計
測
が
難
し

い
。
そ
こ
で
、
二
二
〇
倍
の
機
器
を
導
入
し
透
過
光
で
観
察
、
史
料
の
裏
打
ち
に

よ
っ
て
撮
影
時
に
透
過
が
困
難
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
反
射
光
で
観
察
し
て
い
る
。

マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
本
体
と
顕
微
鏡
用
偏
光
歪
検
査
セ
ッ
ト
の
双
方
に
偏
光
ポ
ラ
ラ

イ
ザ
ー
を
装
着
し
、
デ
ン
プ
ン
粒
と
柔
細
胞
や
鉱
物
な
ど
他
の
物
質
を
確
実
に
識
別

で
き
る
よ
う
に
し
た
。

植
物
の
デ
ン
プ
ン
粒
は
葉
や
茎
、
根
な
ど
部
位
に
よ
る
形
態
の
差
は
無
く
、
同
じ

種
（species

）
で
あ
れ
ば
同
じ
形
態
を
な
す（

（1
（

。
デ
ン
プ
ン
粒
は
構
造
上
結
晶
部
分

と
非
結
晶
部
分
を
含
み
、
化
学
的
に
も
ア
ミ
ロ
ー
ス
と
ア
ミ
ロ
ペ
ク
チ
ン
が
混
在
す

る
不
均
質
な
物
質
で
あ
る（

（1
（

（
図
1
⑶
）。
ア
ミ
ロ
ー
ス
含
量
な
ど
品
種
に
よ
る
化
学

的
性
質
の
差
異
は
知
ら
れ
て
い
る
が（

（1
（

、
品
種
に
よ
る
粒
子
形
態
の
差
異
は
確
認
さ
れ

て
い
な
い（

（2
（

。
デ
ン
プ
ン
粒
の
粒
径
の
範
囲
は
標
本
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
た
め
、
同

じ
植
物
種
で
も
標
本
に
よ
る
差
異
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
た
だ
し
、
種
レ
ベ
ル
で
デ

ン
プ
ン
粒
の
粒
径
範
囲
は
定
ま
っ
て
お
り
、
粒
径
範
囲
、
最
大
粒
径
、
平
均
粒
径
、

分
散
（
ば
ら
つ
き
）
を
も
っ
て
そ
の
植
物
種
の
デ
ン
プ
ン
粒
の
大
き
さ
を
表
す（

（2
（

。

さ
ら
に
デ
ン
プ
ン
粒
は
、
偏
光
ポ
ラ
ラ
イ
ザ
ー
で
観
察
す
る
と
、
デ
ン
プ
ン
粒
に

特
有
の
複
屈
折
に
と
も
な
う
十
字
状
の
暗
線
（
偏
光
十
字
）
や
形
成
核
（
粒
芯
の
中

央
部
の
ヘ
ソhilum

）
の
位
置
を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（2
（

（
図
1
⑶
）。
料
紙
に

含
有
さ
れ
る
米
粉
由
来
の
イ
ネ
の
デ
ン
プ
ン
粒
は
粒
子
同
士
が
密
集
し
、
繊
維
に
絡

み
つ
い
た
状
態
で
確
認
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
填
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
米
粉
は
、

通
常
の
製
作
工
程
で
熱
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
料
紙
が
火
災
な

ど
の
熱
に
よ
る
損
傷
を
受
け
な
い
限
り
、
料
紙
表
面
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
生
の

状
態
の
デ
ン
プ
ン
粒
が
保
た
れ
る（

（2
（

。
繊
維
以
外
の
構
成
物
と
し
て
は
、
ト
ロ
ロ
ア
オ

イ
や
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
な
ど
の
ネ
リ
（
紙
料
液
中
の
繊
維
の
凝
と
沈
殿
を
抑
え
る
粘

剤
）、
白
土
、
胡
粉
（
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
主
成
分
と
す
る
顔
料
）
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
る
。
細
胞
組
織
や
繊
維
の
微
細
な
断
片
、
鉱
物
に
つ
い
て
、
由
来
物
質
の
確
実
な

同
定
は
ま
だ
実
現
で
き
て
い
な
い
が
、
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
の
デ
ン
プ
ン
粒
、
ノ
リ
ウ
ツ

ギ
の
針
状
結
晶
、
白
土
に
含
ま
れ
る
鉱
物
や
胡
粉
の
粒
状
物
質
は
、
デ
ン
プ
ン
粒
と

の
明
確
な
識
別
が
可
能
で
あ
り
、
撮
影
箇
所
に
お
け
る
計
数
も
可
能
で
あ
る
。
以
上



考古学・植物学を活用した松尾大社社蔵史料の料紙の構成物分析（渋谷・野村・高島・天野・山田）（ （（ ）

図 1　本研究の分析方法とデンプン粒の特徴

Dino-lite R & D（研究開発）セット

　拡大倍率 20 ～ 220 倍

　偏光ポラライザー付レンズ装着

（自分のコンピュータへ USB で接続）

顕微鏡用偏光歪検査セット

(2) 撮影方法

②　撮影箇所の数値による記録 ③　基本は透過光・偏光で撮影

紙の状態にあわせて透過光

／反射光、偏光度を設定

一紙の縦横（XY）で記録

①　一紙 4 ～ 6 箇所を撮影

(1) 使用機器

（開放／直交ニコルは顕微鏡による撮影方法）

(3)　デンプン粒の構造模式図 デンプン粒の化学式

(4)　料紙に含まれるデンプン粒の候補（トロロアオイ以外はすべて Olympus BX53-33Z（簡易偏光装置付）で撮影）

イネ Oryza sativa
1000 倍；a：開放ニコル、b：直交ニコル；スケールバーは 5μm

大橋有佳氏（元興寺文化財研究所）によるラマン分光分析では、豆糊は

ダイズの可能性が指摘されている

a ab b

ダイズ Glycine max
1000 倍；a：開放ニコル、b：直交ニコル；スケールバーは 5μm

a

トロロアオイ Abelmoschus manihot
開放ニコル、スケールバーは 10μm ヒエ Echinochloa esculenta

a bb

（稲葉 2002 写真 1 より転載）

a b

a b

キビ Panicum miliaceum

アワ Setaria italica

ヒエ、アワ、キビは 400 倍で撮影、a：開放ニコル、

b：直交ニコル、スケールバーは 10μm
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か
ら
、
本
研
究
で
は
デ
ン
プ
ン
粒
に
焦
点
を
当
て
て
分
析
項
目
の
一
つ
と
し
た
。

料
紙
に
お
け
る
デ
ン
プ
ン
粒
に
つ
い
て
、
イ
ネ
の
デ
ン
プ
ン
粒
は
イ
ネ
以
外
、
す

な
わ
ち
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
の
デ
ン
プ
ン
粒
と
は
外
形
や
粒
径
な
ど
形
態
学
的
特
徴
が
異

な
る
（
図
1
⑷
）。
イ
ネ
の
デ
ン
プ
ン
粒
は
、
前
述
の
よ
う
に
粒
径
範
囲
五
・
〇
～

八
・
三
㎛
で
六
角
形
を
呈
し（

（2
（

、
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
の
デ
ン
プ
ン
粒
は
円
形
で
粒
径
は
一

〇
～
二
五
㎛
前
後
の
も
の
が
多
い（

（2
（

。
本
稿
で
扱
う
陽
明
文
庫
所
蔵
史
料
や
他
の
機
関

所
蔵
史
料
の
調
査（

（2
（

で
は
、
料
紙
に
含
ま
れ
る
イ
ネ
の
デ
ン
プ
ン
粒
は
粒
子
同
士
が
密

集
し
繊
維
に
絡
み
つ
く
も
の
が
多
か
っ
た
。
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
の
デ
ン
プ
ン
粒
は
単
独

の
粒
子
の
状
態
で
含
有
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
繊
維
へ
の
絡
み
つ
き
は
ほ
と
ん
ど
な

い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
二
〇
㎛
よ
り
小
さ
い
デ
ン
プ
ン
粒
の
偏
光
十
字
は
本
調

査
で
使
用
し
た
二
二
〇
倍
の
視
野
条
件
で
は
明
瞭
に
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
偏

光
十
字
の
形
状
や
形
成
核
の
位
置
の
確
認
は
困
難
で
あ
る
。
た
だ
し
、
粒
子
の
外
形

と
粒
径
、
お
よ
び
料
紙
の
含
有
状
況
を
併
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
デ
ン
プ
ン
粒
と
他
の

物
質
の
識
別
、
デ
ン
プ
ン
粒
の
種
同
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
二
〇
二
〇
年
度
調

査
以
降
は
、
同
じ
メ
ー
カ
ー
の
四
五
〇
倍
機
器
を
用
い
て
被
写
体
深
度
と
解
像
度
の

検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
二
二
〇
倍
で
こ
れ
ま
で
分
析
し
た
デ
ー
タ
と
の
比
較
・
検

討
を
行
い
、
デ
ン
プ
ン
粒
の
形
状
、
偏
光
十
字
や
形
成
核
の
位
置
を
再
確
認
し
、
分

析
結
果
の
再
現
精
度
を
高
め
る
予
定
で
あ
る
。

な
お
、
走
査
型
電
子
顕
微
鏡
（
Ｓ
Ｅ
Ｍ
）
を
用
い
れ
ば
、
デ
ン
プ
ン
粒
の
立
体
構

造
の
観
察
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ｓ
Ｅ
Ｍ
で
は
デ
ン
プ
ン
粒
の
大
き
な
特
徴
で

あ
る
偏
光
十
字
の
形
状
を
確
認
で
き
ず
、
し
か
も
、
観
察
用
試
料
の
作
製
に
は
前
処

理
か
ら
導
電
処
理
ま
で
多
く
の
時
間
を
要
し
、
植
物
に
よ
っ
て
異
な
る
デ
ン
プ
ン
粒

の
浸
透
圧
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る（

（2
（

。
何
よ
り
も
、
歴
史
資
料
の
破
壊
を
伴
う
と
い

う
重
大
な
問
題
が
生
じ
る
。
考
古
学
に
お
け
る
デ
ン
プ
ン
粒
の
研
究（

（2
（

で
は
偏
光
装
置

を
装
着
し
た
光
学
顕
微
鏡
で
の
観
察
を
重
視
し
て
お
り
、
料
紙
を
対
象
と
し
た
本
研

究
に
お
い
て
も
、
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
本
体
と
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
の
双
方
に
偏
光
装
置

を
付
け
、
非
破
壊
を
原
則
と
し
た
検
鏡
を
実
施
し
て
い
る
。

松
尾
大
社
社
蔵
史
料
の
調
査
で
は
、
渋
谷
・
野
村
・
高
島
・
天
野
が
同
じ
機
材
を

用
い
て
同
一
撮
影
条
件
の
も
と
で
史
料
の
観
察
と
撮
影
記
録
を
行
い
、
撮
影
画
像
の

解
析
、
特
に
料
紙
の
構
成
物
の
同
定
・
計
測
は
渋
谷
が
主
に
実
施
、
得
ら
れ
た
す
べ

て
の
結
果
に
つ
い
て
執
筆
者
全
員
が
議
論
を
行
っ
た
。

三　

構
成
物
分
析
の
結
果

顕
微
鏡
下
に
お
い
て
料
紙
素
材
以
外
で
確
認
さ
れ
る
細
胞
組
織
や
柔
細
胞
、
デ
ン

プ
ン
粒
な
ど
の
含
有
は
、
製
紙
過
程
で
填
料
と
し
て
添
加
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
分
析
の
結
果
、
目
録
番
号
五
八
四
「
大
蔵
省
幣
料
送
文
」
の
料
紙
は
、
何

の
物
質
も
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
ほ
か
は
す
べ
て
素
材
で
あ
る
繊
維
と
は
別
に
、

他
の
物
質
の
含
有
が
確
認
さ
れ
た
。
表
1
・
表
2
の
構
成
物
量
は
、
今
回
撮
影
し
た

四
～
六
箇
所
に
お
け
る
総
量
を
示
す
。
最
も
多
量
に
確
認
さ
れ
た
料
紙
は
目
録
番
号

一
二
「
光
厳
院
院
宣
」（
合
計
六
〇
二
個
確
認
）
で
あ
る
。
こ
の
料
紙
に
は
、
デ
ン

プ
ン
粒
は
含
有
さ
れ
て
い
な
い
が
、
細
胞
組
織
の
断
片
が
非
常
に
多
か
っ
た
（
表

2
）。
最
も
多
く
見
ら
れ
た
物
質
は
細
胞
組
織
の
微
細
な
断
片
ま
た
は
柔
細
胞
で
あ

り
、
次
い
で
デ
ン
プ
ン
粒
、
繊
維
（
料
紙
素
材
に
由
来
す
る
、
ま
た
は
添
加
さ
れ
た

物
質
に
由
来
す
る
繊
維
）、
鉱
物
で
あ
る
。
製
紙
過
程
や
装
丁
・
修
復
過
程
で
付
着

し
た
と
思
わ
れ
る
塵
も
一
部
で
確
認
さ
れ
た
。
ネ
リ
に
用
い
ら
れ
た
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
の

針
状
結
晶
や
胡
粉
の
粒
状
物
質
は
、
今
回
の
史
料
に
お
い
て
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

糊
の
痕
跡
に
つ
い
て
は
、
成
巻
の
史
料
に
対
し
て
詳
細
に
観
察
を
行
っ
た
が
、
今

回
扱
っ
た
史
料
で
は
明
確
に
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
次
回
以
降
の
調
査

課
題
と
し
た
い
。

次
に
、
各
構
成
物
、
デ
ン
プ
ン
粒
、
鉱
物
、
細
胞
組
織
と
繊
維
の
微
細
な
断
片
、

そ
の
他
の
物
質
の
含
有
状
況
に
つ
い
て
述
べ
る
。
本
稿
は
料
紙
研
究
の
公
開
性
と
透

明
性
を
支
え
、
各
種
デ
ー
タ
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
向
上
す
る
た
め
、
統
計
解
析
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表 2　各料紙における構成物の含有量（単位：個または片）

目録番号 史料名 イネの 
デンプン粒

イネ以外の穀類 
のデンプン粒

トロロアオイ 
のデンプン粒

種不明の 
デンプン粒 鉱物 細胞組織・ 

柔細胞 繊維 ほか 合計

1 池田庄立券文（案） 0 0 0 0 0 0 0 41 41
2 左弁官下文 0 0 0 0 0 497 6 62 565
3 源頼朝書状 0 0 0 2 6 263 0 0 272
4 沙弥証阿譲状 0 0 0 0 1 236 5 0 242
5 左弁官下文（前欠） 0 0 0 0 0 207 6 0 213
6 両六波羅下知状 0 0 0 0 0 207 6 0 213
7 伏見院院宣 0 0 0 0 0 348 9 0 357
8 検非違使庁下文 0 0 0 0 0 194 9 0 203
9 六波羅下知状 0 0 0 0 0 326 8 0 334

10 後醍醐天皇綸旨 0 0 20 0 0 35 4 0 59
11 後醍醐天皇綸旨 0 0 0 0 1 104 3 0 108
12 光厳院院宣 0 0 0 0 0 594 8 0 602
13 足利尊氏御教書 0 0 0 0 0 186 1 0 187
14 四条隆蔭御教書 22 0 0 0 2 256 1 0 281
15 山名時氏披露状 0 0 0 0 1 97 7 0 105
16 源義種下知状 0 0 0 0 0 181 7 0 188
17 足利義詮御教書 0 0 0 0 0 153 4 0 157
18 足利尊氏御教書 0 0 0 0 0 165 0 0 165
19 足利尊氏御教書（案） 0 0 0 0 1 263 2 0 266
20 足利尊氏御教書 0 0 0 0 1 365 11 0 377
21 足利尊氏御教書 0 0 0 0 0 142 11 0 153
22 丹波國守護（山名氏歟）遵行状 0 0 0 0 1 185 4 0 190
23 中務少輔某奉施行状 0 0 0 0 0 61 1 0 62
24 蔵人大輔某御教書 0 0 0 0 0 226 12 0 238
25 足利義満御教書 0 0 0 0 0 67 3 0 70
26 神祇伯家御教書 0 0 0 0 1 64 3 0 68
27 足利義満御教書 0 0 0 0 0 130 0 0 130
28 山城國守護遵行状 0 0 0 0 0 114 1 0 115
29 足利義満御教書 0 0 0 0 1 88 0 0 89
30 斯波義教奉御教書 0 0 0 0 0 77 1 0 78
31 伊勢守奉御教書 0 0 0 0 0 76 3 0 79
32 伊勢守奉御教書 0 0 0 0 0 83 2 0 85
33 室町幕府奉行人連署奉書 0 0 0 0 0 59 0 0 59
34 有弘書状 0 0 0 0 0 164 3 0 167
35 伊勢兵庫助奉御教書 0 0 0 0 0 80 0 0 80
36 室町幕府奉行人連署奉書 0 0 0 0 0 105 0 0 105
37 室町幕府奉行人連署奉書 0 0 0 0 0 86 1 0 87
38 足利義政御教書 0 0 0 0 0 98 0 0 98
39 伊勢備中守奉御教書 0 0 0 0 0 60 7 0 67
40 室町幕府奉行人連署奉書 0 0 0 0 0 83 1 0 84
57 豊臣秀吉朱印状 32 0 1 3 16 165 0 0 217
83 室町幕府奉行人連署奉書 0 0 3 18 0 199 0 0 220
85 狩野信野守以下四名連署折紙 0 0 0 0 1 98 0 37 136
86 室町幕府奉行人連署奉書 0 0 0 0 2 52 0 25 79
87 茨木長隆折紙 0 0 0 0 3 128 1 4 136
90 織田信長朱印状 48 0 2 50 0 163 1 40 304
273 徳川家康朱印状 56 0 0 1 1 105 0 12 175
274 徳川秀忠朱印状 37 0 1 8 0 167 0 4 217
275 徳川家光朱印状 24 0 3 1 0 142 0 5 175
276 徳川家綱朱印状 0 0 0 1 0 37 0 5 43
277 徳川綱吉朱印状 4 0 0 1 4 50 0 19 78
278 徳川吉宗朱印状 0 0 0 0 2 52 2 3 59
279 徳川家重朱印状 0 0 0 0 0 27 0 5 32
280 徳川家治朱印状 0 0 0 7 0 21 0 5 33
281 徳川家斉朱印状 0 0 0 0 2 38 0 25 65
282 徳川家慶朱印状 0 0 0 0 1 26 2 18 47
283 徳川家定朱印状 0 0 0 0 0 26 1 22 49
284 徳川家茂朱印状 0 0 0 0 5 23 1 16 45
330 霊元天皇綸旨 0 0 0 1 0 0 0 12 13
333 仁孝天皇綸旨 0 0 0 13 3 0 0 18 34
584 大蔵省幣料送文 0 0 0 0 0 0 0 0 0
698 相模守土屋政直禁制 0 0 0 0 0 0 0 13 13
702 紀伊守松平信庸禁制 0 0 0 0 0 3 0 14 17
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環
境
Ｒ
と
Ｒ
言
語
で
使
用
で
き
る
グ
ラ
フ
描
画
用
パ
ッ
ケ
ー
ジ
のggplot2

を
用
い

て
、
松
尾
大
社
社
蔵
史
料
の
料
紙
の
構
成
物
分
析
で
得
ら
れ
た
各
種
デ
ー
タ
の
分
布

と
構
造
の
可
視
化
を
試
み
た
。
さ
ら
に
、
効
率
的
に
変
更
を
追
跡
・
記
録
し
、
協
働

を
容
易
に
す
る
バ
ー
ジ
ョ
ン
管
理
シ
ス
テ
ム
で
あ
るGit

（https://github.com
/

ashibuta/H
I-kiyo_m

atsunoo2020.git 

）
に
、
顕
微
鏡
撮
影
画
像
や
使
用
コ
ー

ド
等
の
研
究
デ
ー
タ
を
ア
ー
カ
イ
ブ
し
公
開
し
た
。

1　

デ
ン
プ
ン
粒

先
行
研
究
の
成
果
を
ふ
ま
え
る
と
、
日
本
の
古
文
書
や
古
記
録
類
の
料
紙
に
お
け

る
デ
ン
プ
ン
粒
は
、
イ
ネ
、
イ
ネ
を
の
ぞ
く
イ
ネ
科
穀
類
、
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
、
種
不

明
と
い
う
四
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
主
に
分
か
れ
る
。
今
回
調
査
し
た
史
料
の
デ
ン
プ
ン
粒

は
イ
ネ
、
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
、
種
不
明
の
三
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
既
述

の
よ
う
に
デ
ン
プ
ン
粒
の
形
態
学
的
特
徴
は
種
レ
ベ
ル
で
異
な
る
た
め
、
粒
子
形
態

の
検
討
を
行
え
ば
植
物
種
の
同
定
が
可
能
で
あ
る
。

イ
ネ
の
デ
ン
プ
ン
粒
の
含
有
さ
れ
た
一
四
「
四
条
隆
蔭
御
教
書
」（
二
二
個
）、
五

七
「
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
」（
三
二
個
）、
九
〇
「
織
田
信
長
朱
印
状
」（
四
八
個
）、
二

七
四
「
徳
川
秀
忠
朱
印
状
」（
三
七
個
）、
二
七
五
「
徳
川
家
光
朱
印
状
」（
二
四

個
）、
二
七
七
「
徳
川
綱
吉
朱
印
状
」（
四
個
）
に
お
い
て
も
、
含
有
量
の
差
は
あ
る

も
の
の
、
い
ず
れ
も
素
材
の
繊
維
に
絡
ん
だ
状
態
を
確
認
し
た
。
今
回
の
調
査
で
は

徳
川
将
軍
一
四
名
の
朱
印
状
を
扱
っ
た
が
、
家
康
（
目
録
番
号
二
七
三
）・
秀
忠

（
目
録
番
号
二
七
四
）・
家
光
（
目
録
番
号
二
七
五
）・
綱
吉
（
目
録
番
号
二
七
七
）

の
朱
印
状
ま
で
は
イ
ネ
の
デ
ン
プ
ン
粒
の
含
有
が
確
認
さ
れ
た
が
、
吉
宗
（
目
録
番

号
二
七
八
）
～
家
茂
（
目
録
番
号
二
八
四
）
の
朱
印
状
に
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

イ
ネ
以
外
の
穀
類
に
由
来
す
る
デ
ン
プ
ン
粒
は
、
今
回
の
調
査
史
料
に
お
い
て
は

確
認
で
き
な
か
っ
た
。
イ
ネ
科
草
本
は
膨
大
な
種
が
存
在
し
、
デ
ン
プ
ン
粒
の
形
態

も
種
に
よ
っ
て
多
様
で
あ
る
。
日
本
で
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
る
イ
ネ
科
穀
類
の
デ
ン

プ
ン
粒
と
し
て
、
ア
ワ
・
キ
ビ
・
ヒ
エ
は
五
角
形
が
主
流
で
あ
り
（
図
1
⑷
）、
イ

ネ
は
六
角
形
、
コ
ム
ギ
は
主
に
円
形
で
あ
る
こ
と
は
、
現
生
標
本
の
研
究（

（3
（

に
よ
っ
て

提
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
米
粉
に
由
来
す
る
イ
ネ
の
デ
ン
プ
ン
粒
と
の
差
異

は
識
別
可
能
で
あ
る
。

今
回
調
査
し
た
史
料
で
は
全
体
と
し
て
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
の
デ
ン
プ
ン
粒
の
含
有
が

非
常
に
少
な
か
っ
た
が
、
目
録
番
号
九
〇
「
織
田
信
長
朱
印
状
」
の
一
個
（
図
2

⑵
）、
目
録
番
号
二
七
五
「
徳
川
家
光
朱
印
状
」
の
三
個
（
図
2
⑶
）
を
確
認
し

た
。「
織
田
信
長
朱
印
状
」
の
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
の
デ
ン
プ
ン
粒
は
、
円
形
で
縦
径
一

三
・
〇
二
五
㎛
、
横
径
一
九
・
〇
八
五
㎛
で
あ
る
。
同
じ
料
紙
に
は
イ
ネ
の
デ
ン
プ
ン

粒
二
四
個
の
含
有
が
確
認
で
き
、
種
不
明
の
デ
ン
プ
ン
粒
三
個
も
見
ら
れ
た
。
同
じ

料
紙
か
ら
は
、
先
述
の
よ
う
に
イ
ネ
の
デ
ン
プ
ン
粒
四
〇
個
の
含
有
が
確
認
で
き
、

植
物
種
不
明
の
デ
ン
プ
ン
粒
五
〇
個
も
見
ら
れ
た
。「
徳
川
家
光
朱
印
状
」
の
も
の

は
、
デ
ン
プ
ン
粒
二
個
は
円
形
で
、
縦
径
二
六
・
八
七
二
㎛
、
横
径
二
四
・
九
七
五
㎛

と
縦
径
一
七
・
九
九
二
㎛
、
横
径
一
六
・
九
九
六
㎛
で
あ
る
。

「
種
不
明
」
と
し
た
デ
ン
プ
ン
粒
は
、
目
録
番
号
九
〇
「
織
田
信
長
朱
印
状
」（
五

〇
個
確
認
）
や
目
録
番
号
八
三
「
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
」（
一
八
個
確
認
）

な
ど
一
二
点
の
史
料
で
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
デ
ン
プ
ン
粒
に
は
繊
維
に
絡
み
つ

い
て
全
体
の
形
状
確
認
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
植
物
種
の
同
定
が
で
き
な
か
っ
た

も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
の
デ
ン
プ
ン
粒
や
イ
ネ
の
デ
ン
プ
ン
粒
に

該
当
す
る
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
四
五
〇
倍
の
機
器
を

用
い
た
調
査
で
再
度
こ
れ
ら
の
デ
ン
プ
ン
粒
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
た
い
。

以
上
の
結
果
を
も
と
に
、
料
紙
に
含
ま
れ
て
い
た
デ
ン
プ
ン
粒
と
現
生
デ
ン
プ
ン

粒
標
本
（
イ
ネ
、
ア
ワ
、
キ
ビ
、
ヒ
エ
）
の
粒
径
を
可
視
化
し
た
も
の
が
図
3
で
あ

る
。
現
生
標
本
は
粒
径
の
計
測
デ
ー
タ（

（3
（

に
も
と
づ
い
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
個
を

任
意
で
抽
出
し
て
計
測
し
た
最
大
粒
径
を
示
し
て
い
る
。
料
紙
の
デ
ン
プ
ン
粒
は
調

査
史
料
の
撮
影
箇
所
に
お
け
る
総
計
で
あ
り
、
イ
ネ
は
二
二
三
個
、
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ

は
三
〇
個
、
種
不
明
は
一
〇
六
個
の
粒
径
を
プ
ロ
ッ
ト
し
て
い
る
。
図
中
の
黒
丸
は
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図 2　�目録番号 273「徳川家康朱印状」、90「織田信長朱印状」、275「徳川家光朱印状」と�
顕微鏡撮影画像（220倍、透過光）

(1) 目録番号 273「徳川家康朱印状」

・料紙の左端から 4.2cm、上から 22cm における撮影

・画像内でイネのデンプン粒 40 個（破線内）、

　細胞組織 35 個、塵を確認

・現生イネのデンプン粒は総合倍率 200 倍（Olympus 
   BX53-33Z）で撮影

現生イネの
デンプン粒

2個

3個

3個

6個

6個

5個

5個

5個
5個（○は撮影箇所を示す）

(2) 目録番号 90「織田信長朱印状」

（○は撮影箇所を示す）

・料紙の右端から 3.0cm、上から 21.5cm における

  撮影

・画像内でイネのデンプン粒 9 個（破線内）、トロロ

　アオイのデンプン粒 1 個、種不明のデンプン粒 1
  個、塵 36 個を確認

種不明 1個
イネ 9個トロロアオイ 1個

(3) 目録番号 275「徳川家光朱印状」

（○は撮影箇所を示す）

・料紙の左端から 11.5cm、上から 16.5cm における

  撮影

・画像内でイネのデンプン粒 4 個（破線内）、トロロ

  アオイのデンプン粒 2 個、細胞組織の微細な断片

   39 片、塵 1個を確認

トロロアオイ 1個

トロロアオイ 1個

イネ 3個
イネ 1個
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平
均
値
、
横
線
は
標
準
偏
差
を
表
す
。
図
（
に
よ
る
と
、
料
紙
の
デ
ン
プ
ン
粒
の
う

ち
で
種
不
明
と
し
た
デ
ン
プ
ン
粒
は
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
の
粒
径
範
囲
と
近
似
す
る
。
同

じ
植
物
種
に
由
来
す
る
可
能
性
は
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
デ
ン
プ
ン
粒
の
種
同

定
は
粒
径
だ
け
で
な
く
、
外
形
や
偏
光
十
字
の
形
状
な
ど
す
べ
て
の
形
態
学
的
特
徴

に
も
と
づ
い
て
行
う
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
今
回
、
種
不
明
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
れ

た
デ
ン
プ
ン
粒
に
は
、
五
角
形
も
し
く
は
六
角
形
か
判
然
と
し
な
い
多
角
形
の
粒
子

も
確
認
し
た
。
本
稿
で
は
種
不
明
に
と
ど
め
、
さ
ら
な
る
同
定
は
今
後
の
検
討
課
題

と
し
た
い
。

2　

鉱
物

鉱
物
と
し
て
は
、
填
料
の
白
土
や
修
補
の
際
に
用
い
ら
れ
る
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
、

カ
オ
リ
ン
の
結
晶
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
調
査
史
料
全
体
の
特
徴
と
し
て
、
鉱
物
の

含
有
量
は
デ
ン
プ
ン
粒
な
ど
他
の
物
質
よ
り
も
少
な
い
傾
向
に
あ
り
、
炭
酸
カ
ル
シ

ウ
ム
や
カ
オ
リ
ン
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

目
録
番
号
五
七
「
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
」
な
ど
二
一
点
の
料
紙
で
は
、
鉱
物
が
含
ま

れ
て
い
た
（
表
（
）。
白
土
を
構
成
す
る
鉱
物
に
は
、
石
英
、
ク
リ
ス
ト
パ
ラ
イ

ト
、
長
石
、
ゼ
オ
ラ
イ
ト
、
雲
母
、
方
解
石
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
目
録
番
号

三
三
三
「
仁
孝
天
皇
綸
旨
」（
図
（
⑴
）
で
は
長
石
三
個
が
含
ま
れ
て
い
た
。
長
石

は
い
ず
れ
も
茶
色
を
呈
し
、
料
紙
素
材
の
繊
維
の
間
に
付
着
し
て
い
た
。「
仁
孝
天

皇
綸
旨
」
は
宿
紙
で
あ
る
た
め
、
元
々
の
紙
料
に
填
料
と
し
て
添
加
さ
れ
て
い
た
の

か
、
そ
れ
と
も
漉
き
返
し
で
入
れ
ら
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
料
紙
は
塵
の

付
着
が
見
ら
れ
た
の
み
で
、
細
胞
組
織
や
繊
維
の
微
細
な
断
片
な
ど
他
の
物
質
は
ま

っ
た
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
（
表
（
）。

3　

細
胞
組
織
断
片
︑
繊
維
断
片

次
に
、
細
胞
組
織
や
繊
維
の
含
有
状
況
を
述
べ
る
。
最
も
含
有
量
が
多
か
っ
た
構

成
物
が
細
胞
組
織
や
繊
維
の
微
細
な
断
片
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
物
質
の
大
半
は
、
コ

ウ
ゾ
や
ガ
ン
ピ
、
ま
た
宿
紙
の
場
合
は
漉
き
返
し
の
材
料
な
ど
、
料
紙
素
材
そ
の
も

図 3　�現生デンプン粒標本と料紙に含有されたデンプン粒の粒径比較図�
（黒丸は平均値、線は標準偏差）
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図 4　�目録番号 12「光厳院院宣」、330「仁孝天皇綸旨」、10「後醍醐天皇綸旨」と� �
顕微鏡撮影画像（220倍、「光厳院院宣」のみ反射光、ほかは透過光）

(1) 目録番号 330「仁孝天皇綸旨」

（○は撮影箇所を示す）

・料紙の右端から 6.5cm、上から 16.0cm における 撮影

・画像内で茶色鉱物（長石）3 個を確認

長石

長石

長石

(2) 目録番号 12「光厳院院宣」

・料紙の右端から 26.0cm、下から 9.7cm における撮影

・画像内で細胞組織の断片 65 片（黒または茶色物質）、

　繊維断片 3 片を確認

（○は撮影箇所を示す）

料紙表面に付着していた
ダニ？
（スケールバーは 200μm）

繊維
繊維

繊維

(3) 目録番号 10「後醍醐天皇綸旨」

（○は撮影箇所を示す）

・料紙の右端から 19cm、上から 16cm における

   撮影

・画像内でトロロアオイのデンプン粒（破線内）

   20 個、細胞組織の断片 35 片（黒または茶色の

　物質）、繊維 4 片を確認

トロロアオイ 4個

トロロアオイ 4個

トロロアオイ 7個

トロロアオイ 4個

繊維繊維

繊維

細胞組織

細胞組織

細胞組織

細胞組織

細胞組織

細胞組織

細胞組織
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の
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

細
胞
組
織
や
繊
維
の
含
有
が
最
も
顕
著
に
確
認
さ
れ
た
料
紙
は
、
目
録
番
号
一
二

「
光
厳
院
院
宣
」（
コ
ウ
ゾ
、
反
射
光
で
撮
影
）
で
あ
る
。
す
べ
て
の
撮
影
箇
所
に
お

い
て
広
範
囲
に
細
胞
組
織
の
断
片
が
含
ま
れ
、
細
胞
組
織
の
断
片
は
五
九
四
片
、
繊

維
の
断
片
が
八
片
で
あ
っ
た
（
表
2
、
図
4
⑵
）。
他
の
分
析
事
例（

（3
（

を
ふ
ま
え
る

と
、
こ
れ
ら
の
大
半
が
料
紙
素
材
の
コ
ウ
ゾ
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
、
製
紙
過
程

で
材
料
と
し
て
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、
こ
の
史
料
の
調
査
時
に
、

虫
害
を
も
た
ら
す
ダ
ニ
と
思
わ
れ
る
虫
の
付
着
が
見
ら
れ
た
。
料
紙
表
面
を
傷
つ
け

な
い
よ
う
注
意
し
て
取
り
除
い
た
こ
と
を
述
べ
て
お
く
。

一
方
、
細
胞
組
織
も
繊
維
も
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
料
紙
は
、
目
録
番
号
三
三
〇

「
霊
元
天
皇
綸
旨
」（
コ
ウ
ゾ
、
透
過
光
で
撮
影
）、
五
八
四
「
大
箴
省
幣
料
送
文
」

（
油
紙
、
透
過
光
で
撮
影
）、
六
九
八
「
相
模
守
土
屋
政
直
禁
制
」（
ガ
ン
ピ
、
透
過

光
で
撮
影
）
で
あ
る
（
表
2
）。
特
に
「
霊
元
天
皇
綸
旨
」
は
塵
が
一
二
個
確
認
さ

れ
た
程
度
で
あ
り
、。
同
じ
く
天
皇
綸
旨
で
あ
る
、
目
録
番
号
一
〇
「
後
醍
醐
天
皇

綸
旨
」（
図
4
⑶
）・
一
一
「
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
」
で
は
細
胞
組
織
や
繊
維
の
断
片
が

多
数
確
認
さ
れ
た
結
果
と
対
照
的
で
あ
る
。

4 　

そ
の
他
の
物
質

上
述
以
外
の
物
質
と
し
て
は
、
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
の
針
状
結
晶
、
胡
粉
の
粒
状
物
質
、

料
紙
に
書
か
れ
た
文
字
の
墨
や
朱
、
塵
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
今
回
調
査
し
た
料
紙

に
は
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
の
結
晶
や
胡
粉
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
文
字
の
墨
粒
や
塵
が
多

数
確
認
さ
れ
た
。
墨
や
塵
が
最
も
多
量
に
見
ら
れ
た
料
紙
は
目
録
番
号
二
「
左
弁
官

下
文
」（
六
二
個
確
認
）
で
あ
り
、
ま
っ
た
く
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
料
紙
は
目
録

番
号
三
「
源
頼
朝
書
状
」
な
ど
四
一
点
で
あ
る
（
表
2
）。
前
述
し
た
細
胞
組
織
や

繊
維
の
断
片
と
と
も
に
同
じ
料
紙
で
そ
れ
ぞ
れ
確
認
で
き
た
。

な
お
、
宿
紙
の
目
録
番
号
一
〇
「
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
」、
三
三
三
「
仁
孝
天
皇
綸

旨
」
に
は
、
墨
粒
は
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
ず
、
塵
の
含
有
量
も
少
な
か
っ
た
。

四　

考
察

本
稿
で
は
、
松
尾
大
社
社
蔵
史
料
の
二
〇
一
八
・
二
〇
一
九
年
度
調
査
・
研
究
の

概
要
と
研
究
手
法
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
六
三
点
の
料
紙
に
対
し
て
顕
微
鏡
に
よ
る

構
成
物
分
析
の
結
果
を
報
告
し
た
。
こ
こ
で
は
、
構
成
物
の
含
有
量
に
焦
点
を
当

て
、
料
紙
の
構
成
物
か
ら
み
た
特
徴
や
料
紙
の
製
法
、
特
に
時
期
的
な
変
化
を
ど
こ

ま
で
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
考
察
を
行
う
。

構
成
物
分
析
の
結
果
、
調
査
史
料
に
お
い
て
は
デ
ン
プ
ン
粒
、
鉱
物
、
細
胞
組
織

や
繊
維
の
断
片
、
塵
や
墨
な
ど
の
構
成
物
が
そ
れ
ぞ
れ
識
別
さ
れ
た
。
各
物
質
の
含

有
量
は
調
査
史
料
の
撮
影
箇
所
に
お
け
る
総
計
で
あ
り
、
料
紙
全
体
の
含
有
量
を
示

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
デ
ン
プ
ン
粒
に
つ
い
て
は
、
イ
ネ
の
デ
ン
プ
ン
粒
が
最

も
多
く
含
ま
れ
、
次
い
で
種
不
明
、
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
の
デ
ン
プ
ン
粒
が
見
ら
れ
た
。

糊
の
痕
跡
を
示
す
よ
う
な
、
熱
を
受
け
て
糖
化
し
た
デ
ン
プ
ン
粒（

（3
（

は
、
今
回
の
史
料

に
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

料
紙
の
イ
ネ
の
デ
ン
プ
ン
粒
は
い
ず
れ
も
、
填
料
の
米
粉
に
由
来
す
る
と
考
え

る
。
目
録
番
号
一
四
「
四
条
隆
蔭
御
教
書
」（
暦
応
二
一
年
）
が
イ
ネ
の
デ
ン
プ
ン

粒
が
含
ま
れ
て
い
た
調
査
史
料
の
最
も
古
い
も
の
で
あ
り
、
次
い
で
九
〇
「
織
田
信

長
朱
印
状
」（
天
正
五
年
）、
五
七
「
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
」（
天
正
一
七
年
）、
二
七
三

「
徳
川
家
康
朱
印
状
」（
元
和
一
年
）、
二
七
四
「
徳
川
秀
忠
朱
印
状
」（
元
和
三
年
）、

二
七
五
「
徳
川
家
光
朱
印
状
」（
寛
永
一
三
年
）、
二
七
七
「
徳
川
綱
吉
朱
印
状
」

（
貞
享
二
年
）
で
確
認
さ
れ
た
。
し
か
し
、
目
録
番
号
二
七
八
「
徳
川
吉
宗
朱
印

状
」（
享
保
三
年
）
以
降
の
朱
印
状
に
は
デ
ン
プ
ン
粒
が
ほ
ぼ
含
ま
れ
て
い
な
か
っ

た
。
米
粉
以
外
が
填
料
と
し
て
添
加
さ
れ
た
可
能
性
を
考
え
、
鉱
物
の
含
有
量
を
み

た
と
こ
ろ
、
量
は
非
常
に
少
な
い
も
の
の
、
吉
宗
以
降
の
朱
印
状
で
鉱
物
の
含
有
が

指
摘
で
き
る
。
今
回
の
調
査
で
は
、
古
文
書
の
種
類
や
様
式
と
の
関
係
性
を
限
定
せ

ず
、
ま
た
素
材
別
の
史
料
選
択
も
行
な
っ
て
い
な
い
。
し
か
も
、
一
紙
に
お
け
る
構
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成
物
の
密
度
の
解
析
に
つ
い
て
も
ま
だ
完
了
し
て
い
な
い
た
め
、
デ
ン
プ
ン
粒
と
鉱

物
の
含
有
状
況
か
ら
、
填
料
の
時
期
的
な
変
化
が
あ
っ
た
と
断
定
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
織
田
信
長
朱
印
状
」「
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
」
よ
り
以
前

の
料
紙
、
お
よ
び
「
徳
川
綱
吉
朱
印
状
」
よ
り
以
降
の
料
紙
に
お
い
て
、
填
料
の
差

異
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

料
紙
に
含
ま
れ
た
デ
ン
プ
ン
粒
の
特
徴
と
し
て
、
イ
ネ
、
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
、
種
不

明
の
い
ず
れ
も
現
生
標
本
よ
り
粒
径
の
分
散
が
大
き
い
こ
と
も
判
明
し
た
（
図

3
）。
既
述
の
よ
う
に
、
デ
ン
プ
ン
粒
の
形
態
学
的
特
徴
に
は
品
種
に
よ
る
差
異
は

見
ら
れ
な
い
た
め
、
料
紙
が
作
ら
れ
た
当
時
の
植
物
と
現
代
の
植
物
の
品
種
が
異
な

る
た
め
と
い
う
理
由
は
考
え
が
た
い
。
む
し
ろ
、
植
物
の
生
産
地
や
当
時
の
生
育
環

境
・
条
件
に
起
因
し
て
い
る
可
能
性
、
い
い
か
え
れ
ば
料
紙
素
材
の
生
産
地
を
示
し

て
い
る
可
能
性
を
推
定
す
る
。
こ
の
推
定
の
背
景
は
、
同
じ
植
物
の
野
生
型
と
栽
培

型
の
間
で
デ
ン
プ
ン
粒
の
大
き
さ
に
差
異
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
野
生
型
は
粒
径
の
分

散
の
大
き
い
こ
と
が
先
行
研
究（

（3
（

で
す
で
に
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
ま
だ
推

測
に
と
ど
ま
る
た
め
、
史
料
の
調
査
事
例
を
拡
充
す
る
な
か
で
先
行
研
究
の
提
示
し

た
デ
ン
プ
ン
粒
の
特
徴
が
料
紙
の
デ
ン
プ
ン
粒
に
も
見
ら
れ
る
の
か
、
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。

一
方
、
細
胞
組
織
や
柔
細
胞
、
繊
維
の
断
片
に
つ
い
て
は
、
史
料
の
年
代
ご
と
に

見
る
と
、
含
有
量
の
増
減
す
る
変
化
が
提
示
で
き
る
（
図
5
）。
表
2
と
あ
わ
せ
て

検
討
し
た
と
こ
ろ
、
増
加
の
ピ
ー
ク
は
目
録
番
号
八
六
「
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉

書
」
で
あ
り
、
以
降
は
含
有
量
が
全
体
的
に
減
っ
て
い
る
。
特
に
徳
川
将
軍
一
四
代

の
朱
印
状
で
は
、
目
録
番
号
二
七
六
「
徳
川
家
綱
朱
印
状
」
以
降
の
減
少
が
非
常
に

顕
著
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
今
回
扱
っ
た
史
料
六
三
点
に
お
け
る
増
減
で
あ
り
、
松
尾

大
社
社
蔵
史
料
の
料
紙
全
体
の
傾
向
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し

か
し
、
先
述
の
填
料
の
含
有
状
況
と
あ
わ
せ
る
と
、
料
紙
材
料
や
製
法
の
変
化
が
室

町
時
代
後
半
と
江
戸
時
代
前
半
に
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

文
書
の
料
紙
に
対
す
る
調
査
・
研
究
は
膨
大
な
研
究
の
蓄
積
が
あ
り
、
文
書
の
多

様
な
形
態
情
報
に
関
す
る
研
究
は
近
年
特
に
深
化
さ
れ
て
き
て
い
る
。
一
方
、
本
稿

の
よ
う
に
構
成
物
の
種
類
や
含
有
量
に
焦
点
を
当
て
、
植
物
学
的
・
鉱
物
学
的
な
検

討
の
実
施
例
は
依
然
と
し
て
限
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
既
存
の
研
究
で
は
い
わ
ゆ
る

定
性
的
な
研
究
が
主
流
で
あ
り
、
形
態
情
報
に
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
数
値
デ
ー
タ

を
検
証
す
る
よ
う
な
、
定
量
的
研
究
は
非
常
に
少
な
い（

（3
（

。

本
稿
で
は
、
填
料
の
米
粉
に
由
来
す
る
イ
ネ
の
デ
ン
プ
ン
粒
や
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
の

デ
ン
プ
ン
粒
、
白
土
に
由
来
す
る
鉱
物
、
細
胞
組
織
や
繊
維
な
ど
を
同
定
す
る
と
と

も
に
、
そ
れ
ら
の
計
数
に
よ
っ
て
史
料
ご
と
の
特
徴
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

さ
ら
に
、
既
存
の
研
究
で
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
、
構
成
物
の
種
類
と
含
有
量
は

あ
る
時
期
を
境
と
し
て
増
加
・
減
少
す
る
可
能
性
も
う
か
が
え
た
。
一
紙
に
お
け
る

構
成
物
の
密
度
の
解
析
や
時
期
的
な
変
化
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
詳
細
な
検
討
を
行
う

必
要
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
結
果
は
考
古
学
・
植
物
学
的
手
法
に
よ
る
構
成
物
分
析

の
有
用
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

本
研
究
の
全
体
は
二
〇
一
九
年
度
に
本
格
的
に
開
始
さ
れ
、
現
在
も
松
尾
大
社
社

蔵
史
料
を
含
め
て
、
研
究
事
例
の
拡
充
と
成
果
の
蓄
積
を
進
め
て
い
る
。
松
尾
大
社

社
蔵
史
料
は
本
稿
で
扱
っ
た
史
料
を
含
め
て
約
二
千
点
が
存
在
し
、
す
べ
て
を
網
羅

し
て
料
紙
の
構
成
物
分
析
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｄ
Ｎ
Ａ

分
析
に
よ
る
料
紙
の
成
分
特
定
な
ど
他
の
自
然
科
学
分
析
と
と
も
に
、
今
後
も
調
査

を
継
続
し
て
分
析
の
成
果
を
蓄
積
す
れ
ば
、
松
尾
大
社
の
史
料
群
の
特
徴
を
提
示
す

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
中
世
か
ら
近
世
に
お
け
る
料
紙
の
製
造
手

法
・
地
域
・
時
期
に
よ
る
特
徴
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
、
古
文
書
の
歴
史
研
究
や

文
化
財
科
学
の
研
究
の
進
展
に
つ
な
が
る
多
く
の
情
報
を
得
ら
れ
る
と
考
え
る
。



� 東京大学史料編纂所研究紀要　第31号　2021年 3 月 （ 72 ） 

図 5　細胞組織・柔細胞、繊維の微細断片の含有状況

（1） 細胞組織・柔細胞の断片の含有
（画像撮影 1箇所あたりの計測数）

（2） 繊維の断片の含有
（画像撮影 1箇所あたりの計測数）
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考古学・植物学を活用した松尾大社社蔵史料の料紙の構成物分析（渋谷・野村・高島・天野・山田）（ 73 ）

注（
1
）　

渋
谷
綾
子
「
考
古
学
・
植
物
学
的
手
法
を
応
用
し
た
歴
史
資
料
の
総
合
的
研
究
：

「
国
際
古
文
書
料
紙
学
」
創
出
へ
の
展
望
」（『
古
代
文
化
』
第
七
二
巻
第
一
号
、
二

〇
二
〇
年
）。

（
2
）　

黒
板
勝
美
「
古
文
書
學
幷
記
録
の
研
究
」（『
國
史
の
研
究　

総
説
』
岩
波
書
店
、

一
九
三
三
年
）。

（
3
）　

湯
山
賢
一
編
『
古
文
書
料
紙
論
叢
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
）。

（
4
）　

渋
谷
綾
子
・
小
島
道
裕
「
顕
微
鏡
を
用
い
た
古
文
書
料
紙
の
自
然
科
学
分
析
の
試

み
―
古
文
書
を
多
角
的
に
分
析
す
る
3
―
」（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
歴
史
研

究
と
〈
総
合
資
料
学
〉』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
）。A

. Shibutani, “D
evel-

oping a m
ethodology of m

ixture analysis to determ
ine the origins of 

Japanese historical papers ” in: N
ational M

useum
 of Japanese H

istory, 
Integrated Studies of Cultural and Research Resources 

（fulcrum
, U

ni-
versity of M

ichigan Library, U
S, 2019

）, https://hdl.handle.net/2027/
fulcrum

.zc77sr415 （accessed on June 10, 2020
）。

（
5
）　

科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
A
「『
国
際
古
文
書
料
紙
学
』
の
確
立
」

（N
o.19H

00549

）、
挑
戦
的
研
究
（
萌
芽
）「
前
近
代
の
和
紙
の
混
入
物
分
析
に
も

と
づ
く
「
古
文
書
科
学
」
の
可
能
性
探
索
」（N

o. 18K
18534

）。

（
6
）　

前
掲
注
（
1
）
論
文
。

（
7
）　

松
尾
大
社
編
『
松
尾
大
社
』（
学
生
社
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
8
）　

前
掲
注
（
7
）
論
文
。
今
西
亜
友
美
・
杉
田
そ
ら
ん
・
今
西
純
一
・
森
本
幸
裕

「
江
戸
時
代
の
賀
茂
別
雷
神
社
の
植
生
景
観
と
日
本
林
制
史
資
料
に
み
ら
れ
る
資
源

利
用
」（『
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
研
究
』
七
四
巻
五
号
、
二
〇
一
一
年
）。

（
9
）　

野
村
朋
弘
「
中
世
後
期
の
松
尾
社
神
祠
官
に
つ
い
て
」（『
神
道
史
学
会
大
会
（
ｗ

ｅ
ｂ
）
報
告
』、
二
〇
二
〇
年
）。
森
岡
清
美
「
明
治
維
新
期
に
お
け
る
藩
祖
を
祀
る

神
社
の
創
建
―
旧
藩
主
家
の
霊
屋
か
ら
神
社
へ
、
地
域
の
鎮
守
へ
」（『
淑
徳
大
学
社

会
学
部
研
究
紀
要
』
第
三
七
号
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
10
）　

松
尾
神
社
編
『
松
尾
神
社
社
蔵
文
書
目
録
』（
松
尾
大
社
社
務
所
、
一
九
三
六
年
）。

（
11
）　

棚
橋
信
文
・
佐
藤
直
市
編
『
松
尾
神
社
社
蔵
文
書
追
加
目
録
』（
松
尾
神
社
、
一

九
五
九
年
）。

（
12
）　

前
掲
注
（
9
）
論
文
。

（
13
）　

古
文
書
や
古
記
録
類
の
料
紙
に
使
用
さ
れ
る
糊
の
素
材
は
、
デ
ン
プ
ン
質
す
な
わ

ち
植
物
由
来
の
も
の
が
多
い
が
、
デ
ン
プ
ン
粒
は
糊
化
す
る
と
原
形
を
と
ど
め
ず
、

顕
微
鏡
観
察
に
よ
る
植
物
種
の
同
定
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
大
橋
有
佳
（
公
益
財

団
法
人
元
興
寺
文
化
財
研
究
）
が
分
光
分
析
を
用
い
て
糊
の
由
来
植
物
を
特
定
す
る

研
究
を
進
め
て
お
り
、
将
来
の
再
検
証
を
念
頭
に
置
い
て
、
糊
痕
跡
の
有
無
を
項
目

と
し
て
設
け
た
。

（
14
）　

渋
谷
綾
子
・
小
島
道
裕
「
顕
微
鏡
を
用
い
た
古
文
書
料
紙
の
自
然
科
学
分
析
の
試

み
―
古
文
書
を
多
角
的
に
分
析
す
る
3
―
」（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
歴
史
研

究
と
〈
総
合
資
料
学
〉』、
東
京
、
二
〇
一
八
年
）。

（
15
）　

一
㎛
は
〇
、
〇
〇
一
㎜
で
あ
る
。

（
16
）　

渋
谷
綾
子
「
日
本
列
島
に
お
け
る
現
生
デ
ン
プ
ン
粒
標
本
と
日
本
考
古
学
研
究
へ

の
応
用
―
残
存
デ
ン
プ
ン
粒
の
形
態
分
類
を
め
ざ
し
て
」（『
植
生
史
研
究
』
第
一
八

巻
第
一
号
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
17
）　

前
掲
注
（
16
）
論
文
。B. Gott, H

. Barton, D
. Sam

uel, R. T
orrence, “Biol-

ogy and starch ” in: R. T
orrence, H

. Barton, ed, A
ncient starch re-

search 

（Left Coast Press, IN
C., W

alnut Creek, 2006

）。M
. Sivak, J. Pre-

iss, “Starch: Basic science to biotechnology ” in: M
. Sivak, J. Preiss, ed, 

A
dvances in food and nutrition research 

（A
cadem

ic Press, London, 
1998

）。

（
18
）　

不
破
英
次
・
小
巻
利
章
・
檜
作
進
・
貝
沼
圭
二
編
『
澱
粉
科
学
の
事
典
』（
朝
倉

書
店
、
二
〇
〇
四
年
）。M

. Sivak, J. Preiss, “Starch: Basic science to bio-
technology ” in: M

. Sivak, J. Preiss, ed, A
dvances in food and nutrition 

research （A
cadem

ic Press, London, 1998

）。

（
19
）　

檜
作
進
「
米
澱
粉
の
特
質
に
つ
い
て
」（『
日
本
醸
造
協
会
誌
』
第
八
九
巻
第
二

号
、
一
九
八
八
年
）。（
20
）
前
掲
注
（
17
）
論
文
。A

lsberg, C. L., “Structure 
of the starch granule ” （Plant Physiology 13 （2

）, 1938

）。

（
21
）　

前
掲
注
（
16
）
論
文
。
藤
本
滋
生
『
澱
粉
と
植
物
―
各
種
植
物
澱
粉
の
比
較
―
』

（
葦
書
房
、
一
九
九
四
年
）。J. Field, “Reference collections ” in: R. T

or-
rence, H

. Barton, eds, A
ncient starch research 

（Left Coast Press, IN
C., 
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W
alnut Creek, 2006

）。C. J. Lentfer, “Building a com
parative starch 

reference collection for Indonesia and its application to palaeoenviron-
m
ental and archaeological research ” in: M

. H
aslam

, G. Robertson, A
. 

Crow
ther, S. N

ugent, L. K
irkw

ood, eds, terra australis 30: A
rchaeologi-

cal science under a m
icroscope: studies in residue and ancient D

N
A
 

analysis in honour of T
hom

as H
. Loy （U

niversity of Q
ueensland Press, 

Brisbane, 2009
）。

（
22
）　

前
掲
注
（
21
）
論
文
。

（
23
）　

不
破
英
次
・
小
巻
利
章
・
檜
作
進
・
貝
沼
圭
二
編
『
澱
粉
科
学
の
事
典
』（
朝
倉

書
店
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
24
）　

前
掲
注
（
14
）
論
文
。

（
25
）　

前
掲
注
（
16
）
論
文
。

（
26
）　

稲
葉
政
満
「
紙
」（
京
都
造
形
芸
術
大
学
編
『
文
化
財
の
た
め
の
保
存
科
学
入

門
』、
株
式
会
社
飛
鳥
企
画
、
東
京
、
二
〇
〇
二
年
）。
大
川
昭
典
「
文
書
紙
の
繊
維

組
成
及
び
填
料
の
観
察
」（
湯
山
賢
一
編
『
古
文
書
料
紙
論
叢
』、
勉
誠
出
版
、
東

京
、
二
〇
一
七
年
）。

（
27
）　

前
掲
注
（
4
）
論
文
。

（
28
）　

前
掲
注
（
16
）
論
文
。Barton, H

., Fullagar, R., “M
icroscopy ” in: R. T

or-
rence, H

. Barton, eds, A
ncient starch research 

（Left Coast Press, IN
C., 

W
alnut Creek, 2006

）。Sam
uel, D

., “M
odified starch ” in: R. T

orrence, H
. 

Barton, eds, A
ncient starch research 

（Left Coast Press, IN
C., W

alnut 
Creek, 2006

）。

（
29
）　Shibutani, A

. “W
hat did Jom

on people consum
e for starchy food? A

 
review

 of the current studies on archaeological starch grains in Ja-
pan ” （Japanese Journal of A

rchaeology 5 （1

）, 2017

）。
こ
の
中
で
、
考
古

学
の
デ
ン
プ
ン
粒
研
究
の
主
な
動
向
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
30
）　

前
掲
注
（
21
）
論
文
。

（
31
）　

前
掲
注
（
16
）
論
文
。

（
32
）　

前
掲
注
（
4
）
論
文
。

（
33
）　

デ
ン
プ
ン
粒
は
水
中
で
加
熱
さ
れ
る
と
粒
子
が
膨
潤
し
、
そ
の
粘
性
が
高
ま
っ
て

糊
状
に
な
る
（
糊
化
）。
糊
化
す
る
温
度
は
植
物
に
よ
っ
て
異
な
り
、
た
と
え
ば
イ

ネ
属
は
摂
氏
六
一
～
七
七
、
五
度
で
糊
化
す
る
（
前
掲
注
（
17
）
論
文
）。

（
34
）　

前
掲
注
（
21
）
論
文
。Loy, T

. H
., Spriggs, M

., W
ickler, S. “D

irect evi-
dence for hum

an use of plants 28,000 years ago: starch residues on 
stone artefacts from

 the northern Solom
on Islands ” 

（A
ntiquity 66, 

1992

）。

（
35
）　

前
掲
注
（
1
）
論
文
。
石
川
隆
二
「
カ
ジ
ノ
キ
の
遺
伝
的
多
様
性
は
古
文
書
の
由

来
を
説
き
明
か
せ
る
か
」（
渋
谷
綾
子
編
『
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
料
紙
研
究
×
自

然
科
学
：
古
文
書
研
究
の
新
展
開
」』、
東
京
、
二
〇
一
九
年
）。

（
36
）　

前
掲
注
（
14
）
論
文
。

【
付
記
・
謝
辞
】

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ａ
）「『
国
際
古
文
書
料
紙
学
』
の
確
立
」

（N
o.19H

00549

）、
挑
戦
的
研
究
（
萌
芽
）「
前
近
代
の
和
紙
の
混
入
物
分
析
に
も
と
づ

く
『
古
文
書
科
学
』
の
可
能
性
探
索
」（N

o.18K
18534

）、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
二
〇

一
八
年
度
・
二
〇
一
九
年
度
一
般
共
同
研
究
「
前
近
代
の
和
紙
の
構
成
物
分
析
に
も
と
づ

く
古
文
書
の
起
源
地
追
跡
」（
研
究
代
表
：
渋
谷
綾
子
）、
二
〇
二
〇
年
度
度
一
般
共
同
研

究
「
松
尾
大
社
所
蔵
史
料
の
調
査
・
研
究
」（
研
究
代
表
：
野
村
朋
弘
）、「
中
近
世
古
文

書
の
多
面
的
分
析
に
も
と
づ
く
料
紙
の
歴
史
的
変
遷
の
研
究
」（
研
究
代
表
：
天
野
真

志
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
竹
内
直
道
禰
宜
を
は
じ
め
と
す
る
松
尾
大
社
の
皆
様
、
共

同
研
究
メ
ン
バ
ー
、
ま
た
分
析
結
果
の
解
析
に
あ
た
り
、R/RStudio

を
用
い
た
統
計
解

析
を
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
たBen M

arw
ick

氏
（U

niversity of W
ashington

）、

Christian Steven H
oggard

氏
（U

niversity of Southam
pton

）、
野
口
淳
氏
（
特

定
非
営
利
活
動
法
人
南
ア
ジ
ア
文
化
遺
産
セ
ン
タ
ー
）、
そ
の
他
多
く
の
関
係
者
・
諸
機

関
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。




